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3）

　春期花粉症患者を対象に ヒ ノ キ AlaSTAT 検査 を行 い
， 春期花粉症 に おけ る ヒ ノ キ科花粉およびヒ ノ

キ特異的 IgE 抗体 の 臨床的意義に つ い て考察 した．1993年 2 月か ら 4 月に飛散 し た春期花粉 は 1，802，8
個／cm2 で，ス ギに対す る ヒ ノ キの飛散割合は 1 ： 1．83に達 した．ア レ ルゲ ン 特異的 IgE 抗体陽性率 （ス

：コ ア 1以上） はス ギが 83，5％，匕 ノ キが 80．0％であ っ た．76，4％が ス ギ ・ヒ ノ キの 両者 に陽性と な り，
12．7％が ス ギ に の み RAST 陽性 と な っ た一

方 ，
7 ．9％ は 匕 ノ キ に対 して の み IgE 抗体価が陽性で あ っ

た．ヒ ノ キ AlaSTAT 単独陽 性患者群 の 臨床症候に は平均罹病期間が短 く，重症度は中等症以下 で あ る

傾向がみ られ た．ヒノ キ の優勢飛散期で ある 4 月に受診 した もの は，3 月以前の 受診患者 と比較 して有

意 に 高 い ヒ ノ キ AlaSTAT ス コ ア を呈 した （p くO．05）．
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は じ め に

　花粉症 で は
一
般に症状 の 持続時期 とア レ ル ゲ ン で あ

る花粉 の 飛散時期 と は一
致す る．ス ギ花粉

1）を代表 と

す る 春期花粉症 で は ス ギ花粉の 飛散期を過 ぎて も臨床

症 状 が 持続 す る例 が か な り あ り，こ の 時期 の 空中花粉

の 多 くが ヒ ノ キ 科花粉で あ る こ と か ら ， 春の花粉症 に

お け る ヒ ノ キ花粉 の 臨床的意義が 問題 と な る．

　 ア レ ル ゲ ン の同定に は ， 皮膚試験 ， 血清学的検査，

誘発試験 な どが あ る が， ヒ ノ キ 抗 原 に 関 して は市販 の

皮膚試薬エ キ ス は花粉由来で は な い な ど ， そ の有効か

つ 免疫学的な診断法 が 望 ま れ て い た ．今回 SRL 社 よ

りヒ ノ キ AlaSTAT 検査
2 ｝3，が市販 さ れ る こ と に な り ，

当院に お い て 春期花粉症患者を対象 に ヒ ノ キ A】aS −

TAT 検査 を行 う機会が あ っ た の で，そ の 有用性 を病

歴 ， 皮膚試験 ， 鼻汁好酸球検査 ， 臨床症状な ど と の 関

連性か ら検討す る と共 に ，春期花粉症 に お け る ヒ ノ キ

科花粉 の 臨床的意義 に つ い て 1993年 の 花粉飛散状 況 と

併せ て考察し た．
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対象 お よび方法

  対象

　対象 は 1993年 2月 か ら 4 月 ま で の 間 に 鳥取市立病院

耳鼻咽喉科 を受 診 した ， 最低 1 シーズ ン 以 上 の 春期

（2 月〜 4 月）に の み，くし ゃ み ，鼻漏，鼻閉な ど の ア

レ ル ギ
ー

症状 を有する花粉症患者 85名で あ る．通年性

の 症状 を有 す る もの ， 他の 季節 に 症状を有す る もの は

除外 した．うち63名 （男性 18名 ， 女性45名 ；平均年齢

35，4歳 ）は ス ギ RAST 検査 お よ び ヒ ノ キ AlaSTAT

検査 を 同 時 に 行 い 得 た ．

  観察項 目

　初診 時 に 鼻症状 ， ア レ ル ギー歴，罹病年数，発症 日

を問診 ， 記録 した．鼻症状 は奥 田の 重症度分類
4）
に 従 い

軽症，中等症 ，重症 に 分類 した，

  検査項目
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　症例 は ， 鼻汁中好酸球検査 ， 皮膚 試験 （ス ギ，ハ ウ

ス ダス ト， カ モ ガ ヤ ， ヨ モ ギ ， ア ル テ ル ナ リア ， カ ン

ジダ）， 血清 IgE 抗体値 （RIST ），お よ び 特異的 IgE抗

体 （RAST ；ダニ
， ス ギ ， イ ネ科， キ ク科な ど）測定

に よ っ て ，ア レ ル ギ
ー

の 診 断 お よ び 抗原 の 検索を 行 っ

た．さ ら に 65名 に 対し て ヒ ノ キ AlaSTAT 検査 を施行

した．

  AlaSTAT 検査

　 こ の 検査 は米 国 DPC 社 に よ っ て 開発 さ れ た ， 酵素

免疫学的測定法に よ る ア レ ル ゲ ン 特異 lgE 抗体 測定

キ ッ トで あ る．測定原理は ELISA に 基 づ い て い る．ま

ず ビ オ チ ン 化 した 可溶性 ポ リ マ ーに ア レ ル ゲ ン を 結合

す る．ビオ チ ン を管壁 に 固定化 した 試験管内 で ， 患 者

血清中の IgE 抗体 と ポ リマ
ー

結合 ア レ ル ゲ ン と を反

応 させ る．イ ン キ ュ ベ ー
ト後，ア ビ シ ン を リガ ン ド結

合剤と して 用 い 反応物を試験管 に 固定する．洗浄後 ペ

ル オ キ シ ダ ーゼ 標識抗 IgE抗体 を加 え て 反応 さ せ 再

び洗浄 した 後， オ ル ト フ ェ ニ レ ン ジ ア ミン と過 酸化水

素 の 混合物 を基質液 と し て加 え て 発色 させ
， 吸 光 度 を

490nm の波長を 用 い 測定す る．ア レ ル ゲ ン は 分枝 した

可溶性 ポ リマ ーに 結合され て 溶解状態 に あ る こ とや ，

タ ン パ ク質 ， 核酸な ど の ア レ ル ゲ ン を種 々 の カ ッ プ リ

ン グ剤 に よ 樋 ∫溶性 ポ リマ
ー

に 結合可能 で あ る な ど の

特徴 を有 す る 新 し い IgE抗体測定法 で あ る
2）’；）．

  花粉数の 測定

　ダ…ラ ム 型 花粉捕集器 を鳥取 市立病院 4 階屋．上 （高

さ 18m） に設置 し ， 毎朝 8時 に ス ラ イ ドグ ラ ス を交換

し，カ ル ベ ラ液 に て 染色後検鏡 し，花粉数を測定 し た．

ス ギお よ び ヒ ノ キ 科花粉 は 形態学的 に 判別 し た ．

  検定

　統計学的処理 は x2検定 をもち い て 行 い ，危険率 が

5％未満の場合を有意 と判定 した ．ま た症状の 重症度

に お け る ヒ ノ キ AlaSTAT ス コ ア の 検討 は unpaired

t・test に て 行 い ， 危険率が 5％未満 の 場合 を有意 と判

定 し た．

結　果

  当院 に お け る 1993年 の 春期花粉飛散状況

　 1993年度 は 2 月 10i−1よ リス ギ花粉 の 本格飛散 が 始 ま

り， 以 後 い くつ か の 飛 散 の ピ
ー

ク を 記録 し た．総 飛 散

量は 2 月 が 155．3個／cm2 ，3 月が 461 ．4個／cm2 ，4月 が

1，186．1個／cm1 で あっ た ．ス ギ花粉 の 最大飛 散 日 は 3

月 8H で あっ たが ，4 月 か らは ス ギ と ヒ ノ キ科花粉数 は

比率が逆転 し た．ス ギ に 対 す る ヒ ノ キ 科花粉 の 飛散割
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合 は 全体 で 1 ：1．83に 達し た （Fig．1）．

  春期花粉症 患者 の IgE　RAST お よ び AlaSTAT

陽性率

　 ス ギ は ス コ ア 2 以 上 が 68．2％，ス コ ア 1 以 上 が

83，5％ で あ っ た 。
一

方 ヒ ノ キ は ス コ ア 2以上が47．7％ ，

ス コ ア 1以上 が 80．0％ で ，ス ギ と比較 す る と陽性率は

低 い 傾向 に あ っ た が
， 対照抗原 と し た イネ科花粉 お よ

び ダニ 抗原 に 比較 し て 有意 に 高 い 陽性率 を認め た

（ヵ＜ O．OD ．平均 RAST お よ び AlaSTAT ス コ ア は ス

AlaSTAT　tor　O．　obtrsa

　 10

（IUtml）

1．0

0．1
d7靦

＝
Mn MOae 『ate 　 　 Severe

n ＝ 21　　　　　　 n ＝33

　Fig．4．　Corre1且tio［l　 betwccn　clinica ］ severlty

and 　Chamaec ｝vPa ノ
’is　obtttsa 　polleI／−specific 　IgE （AlaS ．

TAT ）．Mean 　 was 　sh ‘｝wed 　 as 　a　bro｝⊂en 　line．

ギ が 2．37± 1．36，ヒ ノ キが 1．69士 1．22で あ っ た （Fig、

2）．こ の うち ス ギ RAST 検査 お よ び ヒ ノ キ AlaSTAT

検 査 を同時 に 施行 で き た 63名 を対 象 に 以後 の 検 討 を

行 っ た．

  ス ギ RAST と ヒ ノ キ AlaSTAT と の 相関

　X 軸 に ヒ ノ キ AlaSTAT ，
　 Y 軸 に ス ギ RAST を 取

り，そ れ ら を対数表 示す る と，Y ＝0．53X 十 1．〔〕2 と な

り， rLO ，40と弱 い なが らも正 の相関 を示 した．63名中

47名 （74．6％〉が 両者 に 陽性反応 を示 し， 8 名（12．7％）

が ス ギ の み に RAsT 陽性 と な る
一

方 ， 5名 （7．9％）

は ヒ ノ キ に 対 し て の み lgE抗 体 価 が 陽性 で あ っ た

（Fig、3）．

  自他覚所 見 の 比 較

　 ヒ ノ キ AlaSTAT に の み 陽性 を示 した患者群 の 自

他覚所見を，ス ギ と ヒ ノ キ の 両者に 陽性 を示 した 患者

群 ， お よび ス ギ に の み 陽性を示 した患者群 と比較した．

ア レ ル ギ ー歴，鼻汁 中好酸球陽性率，【i1清 IgE値 な ど

は他の 2 群 と同程度 に 認 め た が
， 平均罹病期 間は．

短 く，

重症度は す べ て 中等症以
一
ドで あ り， 他の 2群 と比較し

て 有意差 が み ら れ た （p ＜ 0．05） （Table　l）．

  ヒ ノ キ AlaSTAT 値 と初診時の 重症度

　 ヒ ノ キ AlaSTAT 値は軽症群 で 2，15± 2．34，中等症

群 で 1．71± 1．82， 重症群 で 3．75± 4．12（IU／rn1）と な り，

重症群 で AlaSTAT 値が 上 昇 す る傾向に あ っ た が，統

計学的 に 有意 で は な か v た （Fig．4）．

  受診時期 に よ る ヒ ノ キ AlaSTAT ス コ ア

　 当院 で は 4 月 に 入 りス ギ と ヒ ノ キ の 飛散 割合 が 逆転
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Tab 】e　l　Clinical　characterization 　of 　patients　sensitized 　only 　to　Chamaec ）／1）aris 　obtusa　pollen

Sensitization　　　　　　　　　 lOnly 　toc
．f丿δオκ∫‘彦

c，
C．
メ砂 o 航 α

oゐ’π、〜α 、9轟
一

π
．
neither 　C．吻 o 嘛 祕

　　　n 〔，rC ，o∂伽 ∫α

一．

Nurrlber　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E

5 47 呂 3

Sex 　　　　　　　　　　　　　　　　　込肛a ［e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Felnale

ソ　 　　　 　　 　 旨一

3

1235 哩

4

03

Mean 　age 　　 　 　　 　 　　 （yr．） 35，01．．Z2．4 36．6⊥ ll．6 30．4±13．51 　　 30、O± 1．4
一

r＞lean　duratio11　　　　　　　　　　　　〔｝
．
r．） 1，4 ⊥．〔1、5 4．8⊥ 3．〔〕 3 ．6⊥ 1．g　 　 i2 ．7± 1、6

Rate　of　allergic 　hist〔）ry 　　　　　（％）　 1 33．3
　　　　　　　　　　　．

26 ．1 39．9 0

Severity　　　　　　　　　　　　Severe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Moderate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M ［1d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

041 2814

　5

53

　　　　　　　　　1

0

lll

Positive　 rate 　 of

　nasal 　eosinophils 　　　　　　　　　（％）
80，0
　　　　　　　　　　　1

87 ，0 87．5　 　 　 　 1 66 、7

Posit［ve 　rate 　 Qf 　 skirl

　scra 亡ch 　tes且to　J．　ccdar 　　　　（％）

　　　　　　　　　　　1

20、o 9（1．5 87、5 〔｝

IgE　　　　　　　　　　　　（IU！mD 228．6＋ 267．0 285 ．2− 434．5 223・4± 361・8　 i64 、7⊥ 51．2

Feb，
　 　 　 n ； 24
Mar．

Apr．　　n＝39

一
0　 　 　 　 12 　 　 3　 4

團
0　　 1 2　　　 3　　 4

　Fig ．5、　 Correlation　 between 　 ChamaecyParis
θbtusa　pollen −specific　IgE （AlaSTAT ）and 　time　of

visiting 　hospita1．

したた め，便宜上 2 月， 3 月を ヒ ノ キ の 劣勢飛散期 ，

4 月を 優勢飛散期 と し て そ の 時期 に 受診 し た患者 の ヒ

ノ キ AlaSTAT ス コ アを比較 し た．ヒ ノ キ AlaSTAT

陽性率は劣勢飛散期で 70．8％ ， 優勢飛散期 で 89．7％ で

あ り，優勢飛散期 の 方が 陽性率の 高い 傾向に あ っ た ．

さ ら に ヒ ノ キ AlaSTAT ス コ ア 2以上 を示 した もの

の 割合 は 劣勢飛散期で 37．5％ で あ る の に 比 べ
， 優勢飛

散期 で は56．4％ とな り，こ れ ら 2群 の 問 に 有意差 を認

め た （p ＜ 0．05＞．一
方 ， 発症時期 に よ る ヒ ノ キ AlaS −

TAT ス コ ア に は 特定 の 傾向は み られ な か っ た ．ま た

ス ギ RAST に 関 して は，受診時期 お よび発症時期 と も

に，そ の ス コ ア に有意 の 傾向は見 い だ せ な か っ た （Fig．

5）．

考 　察

　1964年 に 斎藤 が初め て 報告 して 以来，ス ギ花粉症 は

増加 の
一

途 を た ど っ て い る
1，．そ の 原因 と し て 産 業構

造や生活環境 の変化 な どが 挙 げられ るが ，最 も大 き な

要因 の
一

つ と し て ス ギ花粉 の 飛 散量 の 増加 が 挙 げ られ

る．こ の こ と は ヒ ノ キ科花粉 に 関 し て も同様 で あ り，

特 に こ こ 15年間 で は ス ギ よりもヒ ノ キ の 植林 が進 め ら

れ て い る事実は ，
ヒ ノ キ科花粉症 に お い て も今後注意

深 い 観察 が 必要 と さ れ よ う
51．

　当院 に お け る 1993年度 の 春期 花粉飛 散 量 は 1802．8

個！cm2 で ， 4 月 に 入 リス ギ と ヒ ノ キ の 飛散割合 が 逆転

し，全体 と して は 1 ：1．83 と ヒ ノ キ の 飛散量 の 方 が 多

か っ た．当地域に お け る春期花粉 の 発生源 は鳥取，岡

山 ，
お よび兵庫県 の ス ギ ・ヒ ノ キ林 と考 えられ る．こ

れ ら 3県 を併せ た ス ギ ・ヒ ノ キ林の 面積は 420，467ha

で あ り，そ の 比率 は 1 ：1．06とヒ ノ キ林 の 方が若干優

占 で あ る
“）．ま た 兵庫 県に お け る ヒ ノ キ花粉飛 散数は

9〔〕年か ら増加傾向に あ り， 53年か ら83年まで の 活発 な

造林 の 結果，樹齢 31年以上 の ヒ ノ キ 林総面積 は 2018年

に は 91年の 2．8倍に な り ，飛散 の 中心 は 丹波山地 か ら中

国山地 へ 移る と予測 さ れ て い る
7）．こ れ らの 事 実 か ら

も今後当地域 に お い て もヒ ノ キ科花粉の 飛散量 増加が

予想さ れ ， 注意深 い 観察が 必要 と され る．

　ス ギ （C御 如 溺 碗 α 知ヵo 競 の は裸子植物門，球果植

物綱 ，
マ ツ 目， ス ギ科 ， ス ギ属に属 し ， 1 属 1種 とい

う特殊な植物で あ る
］）．一方 ヒ ノ キ 科植物 は ス ギ と 同
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様 に マ ツ目に 属す るが ，
ヒ ノ キ属 ， ネ ズ コ 属，ビ ャ ク

シ ン 属 ， な ど 7 つ の 属 に 群別 さ れ て い る
5〕
．ス ギの 主要

ア レ ル ゲ ン と して Cay／ls｝，　Cぴ ノIP｝が 知 られ て お り，

そ れ ぞ れ分子 量40KD
， 37KD の 糖タ ン パ ク で あ る．

一

方 ヒ ノ キ の 主要ア レ ル ゲ ン （HMA ）は分 f’量45KD ，

等電点 6．5〜6．8の 糖 タ ン パ ク で あ る と さ れ，生化学 的

に は こ れ らの 抗原の性状 は 明 ら か に 異 な っ て い る
S）．

井手 ら
川

は ゲル 内沈降反応 お よ び イ ム ノ ブ ロ ッ テ ィ ン

グ に よ リス ギ 科 ・ヒ ノ キ科樹木花粉間 の 共通抗原性 と

共通 ア レ ル ゲ ン 性 を示す と共 に ，皮膚試験 に よ る検討

で は ヒ ノ キ単独感作例 は な い と報告 し て い る．ま た

IgE抗体 に 対 するエ ピ ト
ープ レ ベ ル で の ス ギ ・ヒ ノ キ

間の 交差反応性 も報告 さ れ て い る
11 ）．

一
方伊藤 ら

L2 ）は，

ス ギ花粉 とヒ ノ キ 花粉 との 間 に は共通す る抗原が存在

す る が， ヒ ノ キ特有の 抗原 が あ る こ とが 推測 さ れ る と

報告す ると共 に ， 皮膚 テ ス トに て ア レ ル ギー患者 の う

ち 5，8％ が ス ギ陰性で ヒ ノ キ に の み 陽性で あ っ た と報

告 して い る
13）．また榎本 ら

14］］5）
は皮 膚試験 で ス ギ，ヒ ノ

キ の 両方に 陽性 を示 した 患者血清を対象 に ス ギお よ び

ヒ ノ キ AlaSTAT 検査 を試 み た と こ ろ，　AlaSTAT で

ス ギ ，
ヒ ノ キ が陽性で あっ た もの は それぞれ 100％ で あ

り，両者 の ク ラ ス 間相関 は 0．5677で 低 い 相関 を 示 し た

と報告 して い る．さら に吸収試験 で ス ギ ，
ヒ ノ キ の ：共

通抗原部分以外 の そ れ ぞ れ の 抗原部分 を認識 して い る

患者が存在し て い る こ と を 示 唆し て い る．伊藤 ら
10 ）も

CAP 　RAST 検査 で ヒ ノ キ 単独 RAST 陽性者が 2 名

あ っ た と報告 して い る．今 回我 々 が ス ギ RAST 検査 お

よ び ヒ ノ キ AlaSTAT 検査 を 用 い て検討 し た と こ ろ，

74，6％ が 両者 に 陽性反応 を示 した が，7．9％ の 人 は ス ギ

に対す る IgE抗体価が 無い か 極 く微量 で ある に も関

わ らず，ヒ ノ キ に 対 す る ク ラ ス 1 以 ヒの IgE 抗体 を認

め た．こ の結果は ヒ ノ キ AlaSTAT 検査 の特異性 ， 鋭

敏性 を信頼す る か ぎりは ヒ ノ キ 花粉の 単独感作例 の 存

在 を 示 し て い る．伊藤 ら
3 ）は AlaSTAT ク ラ ス と

RAST ス コ ア との 相関 に っ い て 述 べ て い る．1367件 の

検体数で相関係数が 0．9〔｝（p く 〔〕．〔〕1）と非常に 高い 相関

が 得 られ，また AlaSTAT の 陽 1生・陰性 は RAST の 陽

性 ・陰性 とか な り
．一

致 し，両方法 の
一

致率 は 90，7％ で

あ っ た と報告 し て い る．特 に ス ギ に 関し て は相関係数

が 0．91 （p く 0．Ol）と 非常 に 高 い 相 関を示 し て い る．今

圃我々 の 報告 で は ヒ ノ キ AlaSTAT ク ラ ス と RAST

ス コ ア との 相関は検討 で き な か っ た が ，これ らの報告

か ら高 い 相関が 予想 さ れ る．

　ヒ ノ キ単独感作例の 臨床症候の特徴をス ギ ・ヒ ノ キ

感作群，ス ギ 単独感作群 と比較す る と，本群 は 平均罹

病期間が 短 く， 重症度は中等症以下 で あ っ た． こ の 事

実 と本 年度 の ヒ ノ キ の 飛散状況等 を総 合 し考 察す る

と ， 飛散．量 の 多 い ヒ ノ キ に まず感作 し た の が ヒ ノ キ

AlaSTAT 単独陽性患者 で あ り，そ の 人た ち が 年 を経

る に つ れ ス ギ に も感作 し重症化 し て い くの で は な い か

と考え られ る．清水 ら
ユη

は1977年の 段階 で は ヒ ノ キ 科

花粉症 は み い だせ な か っ た が ，
こ れ は花粉の 飛散 量 的

比率に も原因 し て い る と考 えられ，地域的 に は今後 ヒ

ノ キ 科花粉症 が 発見 さ れ る 可能性を指摘し た．さ ら に

彼ら は ス ギ花粉 で感作 さ れ た 患者 が ヒ ノ キ科花 粉 に

よ っ て もしだ い に 感作 され長期 に わた り臨床症状 を呈

す る と推測 し て い る が，今回 の 検討 で は そ の 逆 もあ り

う る こ とが推測 さ れ た．今後ス ギ 。ヒ ノ キ科花粉の飛

散状況 を追跡す る と と も に ，ヒ ノ キ 単独感作例 を長期

的 に観察す る必要があ る と思 わ れ た ．

　 ヒ ノ キ AlaS　TAT ス コ ア と初診時の 症状 の 重症 度

との 関係 を検討 して み る と ，
ス コ ア の 上昇 に伴っ て 重

症度 も増す傾向に あ っ た．ス ギ特異的 IgE抗体 の ク ラ

ス が 高 くな る ほ ど ス ギ花粉症発症 の 自覚症状 も強 くな

る と い う報告
IS）

や中等症 ， 重症 に お い て ス ギ抗原 の 方

が 有 意 に ヒ ノ キ よ り RAST 陽 性率 が 高 い と い う報

告
］61

もあ り， 春期花粉症 の 重症度の解析 に は ス ギ ・ヒ ノ

キ科花粉の 両者を併せ て
．
考え る 必要 が あ る．

　症状 の発症時期 と ヒ ノ キ AlaSTAT ス コ ア と の 関

連性を検討し て み る と， ヒ ノ キ の 優勢飛散期 で あ る 4

月 に 受診 した もの は 2H
， 3 月 の 受診患者に比 べ て有

意に高い ヒノ キ AlaSTAT ス コ ア を呈 し た．伊藤 ら
16 ）

は ス ギ ・ヒ ノ キ の 花粉飛散 パ タ ーン は
一．
致 す る時期が

あり， さ ら に 共通抗原性の こ と もあ り， ス ギ ・ヒ ノ キ

に よ る 症状 は 明確 に は 区別 が つ か な い と し て い る．今

回 の検討か ら は春期花粉症患者の うち ヒ ノ キ に対 す る

感受性 を持つ もの は， ヒ ノ キ が 本格的 に 飛散 し た 後 に

症状 も本格化し ， 受診傾向を 示 す の で は な い か と
．
考え

ら れ る．
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　　　　　　　　　　　　　　Using　AlaSTAT 　System一

　　　　Mitsuhiro　OkanoL 〕，　Keiko　Nishioka2），　Toshiaki　Nagano3 ），
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4
ワ）砂 artment ‘ゾ ルtediごα 」云ノ〔痴 S・コ AVagO／，ti （〕め ｛加 iversitJ，　Medical ∫ご1ZOO♂

　　 Clinical　characterizati 〔｝n　 ef 　patients　with 　al！erg ｝
・to　Clzamaec／l＞α蕗∫ obt

’
usa 〔Cypress）polien　and 　their

spedfic 　IgE　antibody 　was 　investigated　by　using 　AlaSTAT 　a＄say
，
　a　new 　mcth σd　for　the　measurement 　Qf

antigen −specific 王gE 　a 【itibody ．　Posltive　rate 　of　antigen −specific 　antibody 　in　patients　with 　allergic 　pollinosis

was 　83．5％ for　Japanese　cedar 　pollen　and 　80．0％ for　C乃α〃’α6c理）a チ咳s　obtusa 　pollen．76．4％ of　pat正ents 　were

sensitized 　both 　to　Japanese　cedar 　and 　CharnaecJptaris　obtusa 　pollen，　however，7，9％ were 　sensitized 　only

to　the　latter．　As 　for　clinical 　sympt 〔｝ms ，　duration　of 　attack 　was 　short 　and 　severity 　was 　mild 　or 　moderate

in　the　patients　sensi 亡ized　only 　to　ChamaecyPan
’
s　oblusa 　p（♪llen．　Patients　who 　visited 　hospital　in　April，　ill

that　Chamaec：ンparis　 oろtusa　pollen　disseminated　in　the 　air 　pred 〔｝minantly ，　 showed 　significant 　elevation 　ill
AlaSTAT 　scores 　compa1

’
ed 　with 　patients　wh て） visited 　in　February　and 　March （ヵく 0．05）．
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